
一般質問

６月定例会 議
会

小
池 
ひ
さ
な
が

県
議
会
だ
よ
り
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平
素
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
り
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
私
た
ち
は
日
々
の
生

活
を
営
ん
で
い
ま
す
。
技
術
の
進
歩
に
よ
り
随

分
と
生
活
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
の
震

災
に
お
い
て
は
、
人
類
が
英
知
の
粋
を
結
集
し

た
先
端
技
術
も
、
自
然
の
猛
威
に
は
無
力
で
あ

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

よ
り
「
安
心
・
安
全
」
を
求
め
、
信
州
に
住
む

も
の
が
力
を
合
わ
せ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
何
が

重
要
な
の
か
を
真
剣
に
議
論
し
、
実
現
に
む
け

て
の
弛
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
こ
と
は
も
と
よ
り
、

そ
の
声
を
長
野
県
政
へ
届
け
る
こ
と
こ
そ
が
、

私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
心
得
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

常
に
初
心
を
忘
れ
ず
、
誰
も
が
笑
顔
で
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
環
境
整
備
を
旨
と
し
、

併
せ
て
、
次
の
世
代
へ
の
「
希
望
」
と
「
安
心
」

を
繋
ぐ
長
野
県
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
創
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
か
わ
ら
ぬ
支
援
を
よ
ろ
し
く
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

初心忘れる事なく、
　皆様のご期待にお応えします。

担
し
た
経
費
に
つ
い
て
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
特
別
交
付
税
措
置
を
確
実
に
実
施
す
る

よ
う
要
請
。

　
●
農
政
部
長

　
県
内
の
市
町
村
へ
昨
年
度
の
５
倍
を
超
え
る
額
を

確
保
。
要
望
額
に
対
し
て
は
大
幅
に
不
足
、
既
に
知

事
か
ら
国
会
議
員
や
関
係
省
庁
に
、
年
度
内
に
お
け

る
交
付
金
の
追
加
措
置
に
つ
い
て
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

■
若
年
雇
用
問
題
に
つ
い
て

　
特
に
長
野
県
の
未
来
を
支
え
る
若
年
の
皆
さ
ん
の

雇
用
に
つ
い
て
、
３
月
時
点
で
の
県
内
で
の
高
校
新

卒
者
の
就
職
内
定
率
は
9
4
.
5
%
と
前
年
は
上

回
っ
た
も
の
の
相
変
わ
ら
ず
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
就
職
状
況
と
そ
の
傾
向
に
つ
い
て
。

　
●
教
育
長

　
こ
の
春
の
卒
業
生
の
内
定
率
が
、
若
干
上
回
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
全
て
の
高
校
で
取
組
ん
で

い
る
県
の
「
ず
く
出
せ
修
業
」
研
修
へ
の
参
画
、
専

門
学
科
や
総
合
学
科
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
実
践

的
な
専
門
研
修
、
地
元
の
企
業
の
対
応
、
各
学
校
で

の
積
極
的
な
進
路
指
導
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
経
済
関

係
諸
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
が
あ
っ
た
と
分
析
し
て

お
り
ま
す
。

■
健
康
と
長
寿
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
い
き

い
き
と
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
私
た
ち
に
課
さ

れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
に
取
組
み
、
今
後
は
ど
う
取
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
●
健
康
福
祉
部
長

　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
シ
ニ
ア
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
、市
町
村
高
齢
者
大
学
と
の
連
携
、

活
動
の
場
を
紹
介
し
て
、
地
域
に
橋
渡
し
を
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
い
た
し
ま
す
。

■
鳥
獣
被
害
防
止

　
　
総
合
対
策
交
付
金
に
つ
い
て

　
国
へ
の
要
望
額
の
５
４
％
の
約
６
億
７
千
万
円
に

留
ま
っ
た
。
茅
野
市
、
富
士
見
町
、（
原
村
は
現
在

要
望
を
と
り
ま
と
め
中
）
に
お
い
て
も
、
要
望
額
の

１
割
し
か
採
択
さ
れ
て
い
な
い
。

　
国
に
増
額
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
負

共に生きる

ホウレンソウを栽培するた
めに畑を均しました。農業
をするのにはいろいろな道
具が必要ですが、中小農家
では今後機械更新は難しい
のが現状です、国・県は集
落営農を奨励するが複雑な
社会環境中で実現するかは、
課題である。
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安
心
・
安
全
、生
き
甲
斐
の
あ
る
地
域
へ

長
野
県
議
会
議
員  

小
池　

久
長

みなさんのご意思をお聞かせください。県政に反映させていただきます。

長
野
県
議
会
議
員

 
　県民クラブ・公明
　会長　  小松千万蔵
　茅野市・原村・富士見町支部
　支部長  小池久長

発
行
者

・
６
月
定
例
会
一
般
質
問

・
常
任
委
員
会 

農
政
林
務
委
員
会 

配
属

　
　

副
委
員
長

・
議
会
の
し
く
み

・
会
派　

県
民
ク
ラ
ブ
・
公
明　

へ
所
属

　

  

副
政
策
調
査
会
長

・
委
員
会 

、
会
派
の
活
動

とたいむホッとたいむ

5月 10日は富士見町立沢地
区で、八ヶ岳に向かう立沢線
沿線に花を植える奉仕活動に
参加しました。
この道路は観光に訪れた人も
たくさん通ります。みなさん
の心が少しでも和めば嬉しい
と思います。

奉仕活動

ごあいさつ 活
動



八十二銀行
富士見支店

富士見駅

地方事務所懇談

富士見町役場
（
副
政
策
調
査
会
長
）

県
民
ク
ラ
ブ
・
公
明

農
政
林
務
委
員
会
は
農
業
、

水
産
業
の
振
興
、
農
村
の
活

性
化
、
林
業
の
振
興
、
山
村

の
活
性
化
、
森
林
整
備
の
推

進
、
農
林
業
の
災
害
対
策
な

ど
に
つ
い
て
調
査
や
議
案
等

の
審
査
を
し
ま
す
。

　

停
止
中
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所

へ
、
現
在
の
状
況
確
認
に
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　

政
府
の
要
請
を
う
け
、
現
在
は

点
検
中
で
全
て
が
停
止
し
て
い
ま

す
。
中
部
電
力
の
原
子
力
発
電
に

依
存
分
の
電
力
は
約
１
４
％
で
他

に
比
べ
て
低
い
た
め
当
面
電
力
供

給
に
は
支
障
は
少
な
い
と
予
測
す

る
が
、
化
石
燃
料
で
不
足
分
を
賄

う
と
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
高
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、

電
力
会
社
自
体
の
体
力
勝
負
と
な
る
。
し
か
し
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
割
合
は
非
常
に
少
な
い
上
に
、
電
力
の
安
定
供
給

の
面
で
も
心
配
は
残
り
ま
す
。
な
に
よ
り
も
安
全
が
最
優
先

で
す
が
日
々
の
安
定
し
た
経
済
活
動
を
す
る
た
め
に
、
日
本

人
の
知
恵
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　　

議
員
報
酬
削
減
を
目
指
し
て

　

過
日
の
、
長
野
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
多
く
の
候
補
者
が
、
議
員
報

酬
削
減
や
議
会
改
革
を
掲
げ
選
挙
戦
を
戦
い
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
県
議
会

議
員
に
な
っ
て
驚
き
ま
し
た
が
、
結
構
な
出
費
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
慣

例
を
踏
襲
し
て
い
て
は
、
改
革
は
一
歩
も
前
に
進
み
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私

は
手
始
め
と
し
て
、
事
情
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
弔
電
の
送
付
を
遠
慮
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
既
に
、
松
本
、
伊
那
地
域
で
は
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
も
、
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
進
め
て
い
く

た
め
に
も
、
何
卒
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長野県議会議員
小池 ひさなが 事務所 浜

岡
原
子
力
発
電
所
の
今
は

議会見学会開催
９月定例議会

募 集

長野県議会のしくみ

事務所

●
陳
情

　
・
佐
久
市
・
南
牧
村
・
立
科
町

　
・
松
本
佐
久
地
方
事
務
所
長
よ
り
概
況
説
明

●
現
地
視
察

　
・
森
林
整
備
拠
点
・
交
流
体
験
施
設

　
・「
大
沢
森
の
分
教
場
」

●
陳
情　

　
・
須
坂
市
・
千
曲
市

　
・
長
野
森
林
組
合
他
２
団
体

　
・
望
月
長
野
地
方
事
務
所
長
よ
り
概
況
説
明

●
現
地
視
察

　
・
り
ん
ご
新
わ
い
化
栽
培
圃
場

　
・
森
林
造
成
事
業

　
・
地
域
で
進
め
る
里
山
集　

約
化
事
業

　
・
県
営
農
道
上
水
内
北
部
地
区

●
陳
情

　
・
山
ノ
内
町
・
木
島
平
村
・
野
沢
温
泉
村

　
・
栄
村
・
北
信
州
森
林
組
合
他
１
団
体

　
・
窪
田
北
信
地
方
事
務
所
長
概
況
説
明

●
現
地
視
察

　
・
栄
村
箕
作
集
落
セ
ン
タ
ー

　
・
被
災
牛
舎

　
・
農
業
用
施
設
被
災
地

　
・
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
「
中
条
川
」

　
・
栄
村
森
林
組
合
「
県
産
材
合
板
の
保
管
所
」

農
政
林
務
委
員
会
行
政
視
察

常
任
委
員
会

りんご新わい化栽培圃場

払沢、菖蒲沢の陳情

知 ら せお

長野県信用保証協会研修会

技術センター視察 栄村視察

長野県短期大学視察

危機管理建設員会陳情

小池ひさなが 検 索HP

長
野
県
議
会
、
会
派
に
つ
い
て

　

長
野
県
議
会
に
お
い
て
、
６
人
以
上
所
属
議
員
が
い
る
こ

と
で
交
渉
会
派
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
交
渉
会
派
は
代

表
質
問
等
が
出
来
る
な
ど
、議
員
活
動
が
広
が
る
利
点
が
あ
る
。

　

県
民
ク
ラ
ブ
の
歴
史
を
辿
る
と
、
個
別
の
政
党
に
属
さ
な

い
保
守
系
無
所
属
会
派
と
し
て
、
新
政
会
・
県
政
ク
ラ
ブ
、

新
風
ク
ラ
ブ
、
県
民
ク
ラ
ブ
、
交
渉
会
派
と
な
る
べ
く
県
民

ク
ラ
ブ
・
公
明
（
県
民
ク
ラ
ブ
５
名
・
公
明
党
３
名
）
連
合

会
派
と
し
て
現
在
に
い
た
る
。
有
賀
氏
（
元
松
本
市
長
）、

三
沢
氏
（
元
塩
尻
市
長
）、
柳
田
氏
（
現
佐
久
市
長
）
が
所

属
し
て
い
た
。
地
方
主
権
が
叫
ば
れ
る
中
、
安
定
し
た
地
方

政
治
を
実
現
す
る
こ
と
が
県
民
ク
ラ
ブ
の
信
条
で
あ
る
。

http://koikehisanaga.com

農
政
林
務
委
員
会
に
配
属

副
委
員
長
　
拝
命

TEL. 0266-61-0501
FAX. 0266-61-0502

　長野県議会のしくみを説明します。
●議決機関と執行機関
　議会は議決機関と呼ばれ、議案の審議を通して県民の求める県政の基
本的な方針を決めます。そして、知事をはじめとする執行機関は議会の
決定に沿って仕事を進めることになります。そこで、両者の関係は県政
の両輪ともいわれています。
　また、議会は、執行機関が行った仕事が本当に県民のためになったか
どうかについてのチェックもしています。

●議　員
議会の構成員である議員は、長野県では２６の選挙区から５８人が県民
のみなさんの代表として選ばれます。

●議長・副議長
・議長・副議長は、議員の中から議会の選挙で選ばれます。
議長は、議会の運営が円滑に進むように務めます。また、議会の代表・・          
として活動します。
・副議長は、議長の都合が悪いときに代わりを務めます。

●議会のしくみ
定例会と臨時会
議会には定期的に開かれる「定例会」と必要に応じて開かれる「臨時会」
があり、いずれも知事が招集します。定例会は年４回（２月、６月、９月、
１２月）開かれ、県政の方針、予算などの重要な事項について審議します。
　臨時会は必要がある場合に開かれ、特定の事件に限りこれを審議します。
・本　会　議
本会議は、議員全員が参加して開かれる議会の最高の会議です。議会の
すべてのことは、この会議で最終的に決められます。

・委　員　会
県政は、財政・教育・福祉などいろいろな分野にわたっているので、議
員はより詳しく調査及び審査するために６つの常任委員会に分かれて活
動します。
　このほか、議会の運営が円滑に行われるよう日程などを協議する議会
運営委員会があります。また、必要がある場合、特定の事件について調
査及び審査を行うための特別委員会が設置されます。

国

選挙、請願・陳情

県民の声県民の声

県　民

知事が招集

議　決

陳情など

議決機関
県議会

議長・副議長
本会議
委員会

意見書要望・意見

知事
公営企業
教育委員会
警察など

執行機関

事
業
の
実
施

議会は県民のみなさんの意思を県政に反映させ、
県政の適正執行を監視するために活動する機関です。

〒399-0214
長野県諏訪郡富士見町落合
9984-1062 A201

会
派
　

視
察

会派の活動

委員会活動 活
動みなさんのご意思をお聞かせください。県政に反映させていただきます。


